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5 万分の l 地質図幅 広;
説明書世l

館 (札幌-~85 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員 ゴ谷 勝利

wl 小山内 Hド、!。戸円じ山

同 松下勝秀

|司 鈴木 守

はしがき

この !ZJ 幅説明書は，昭和 37 年， 38 年の両年にわたって行なった肝外調査の結果を

とりまとめたものであるのなお，函館山の地域は，昭和 34 年，- 36 年に， 函館市の依
1:2)1:1)

頼による地質調査の結果にもとずいている。

里子外調査は，先第三紀層および新第三紀層の発達する地域を三谷と小山内が，第四

紀層の分布地域を松下が，また，函館山地域を鈴木がそれぞれ分担したりなお，火山

岩類の岩石的研究は，鈴木がおこなった。

なお，野外調査に当たっては，石山昭三研究職員の協力をうけたのまた，湯のれの

銅・鉛・亜鉛鉱床については，長谷川潔研究職員，寒川地域の硫化鉱・重品石鉱徴に

ついては，斎藤昌之所長の調査資料をいただいたり明記して，謝患を表する。

I 位置および交通

このほ幅のしめる位置は，北緯 41 °40',-41 °50う 東経 140°30'，-140°45' の範囲であ

る。

行政上は，函館市，亀田町，大野町，上磯町および木古内町にそれぞれ属している D

交通は，図幅の東部を国鉄函館本線が，また，海岸ぞいに国鉄江差線が走っていて，

これらの鉄道沿線に，函館市をはじめ，大小の市街地が発達している。しかし，函館

平野内をのぞく内陸地域では，主要河川にそって函館営林署の林道が，閉さくされて

- 1 ー
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いるていどであって，交通は，かなり

不便であるo

形地II

凶J隔地域の地形は，大きくみると，

西半部地域が山地形，東半部地域が平

野地函館平野ーである。なお，東南

部には，火山岩額で構成された函館山

が，独立した山地として発達している。

第 1 司の地形復元閃でみると，これ

らは，はぽ三つの地形区に区分できる。

標高 20m 等高棟以下の低地惜a)

標高 20 m~80m 等高線の間の

はぼ平坦な地形地域

、

、

，

ノ
b

標高 80m 等高線以上の山地形

地域

c)

函館平野および主a) の地形区は，

要河川流域などの地域であって，ごく

低い河岸段丘やゆるやかな起伏をもっ

たよ中積面が発達している。

海岸側や函館平野b) の地形区は，

の周縁地域に発達した段丘，および扇

状地堆積物の面による平坦地形地域で

ある。

この平坦地形は， さらに， lO m~20

m面， 20m~40m 面， 50m~60m 面

の解析度のややちがった三つの面から

なっているのそして，下位の二つの面

は扇状地堆積物，段丘堆積物で構成さ

れた平坦面であるが， 50m~60m 面

- 3 -



は，おもに，新第三紀層の削剥面である D なお，地形復元凶の当別付近の一部地域で，

40m から 1∞ m 付近までの等高線が相接近しているが，これは，背後地の丸山山麓に

発達した崖錐堆積物のしめす斜面によって，平坦面がおおわれているためである o

c) の地形区は，大小の多くの河川によって，複雑にきざまれた解析度の進んだ地域

であって，先第四紀層および火山岩類で構成されている。なお，地形復元図で閉等高

線をなす地帯は，おもに，火山岩類が発達しており，岩相の硬さの度合を，地形の上

にはっきりと反映しているロ

III 地質概説

この図幅内に分布している地層は，第 1 表にしめしたようである。

この地域の地質状態は，大きくみると，西半部地域には，先第三紀および新第三紀

に属する堆積岩類が広く発達し，東半部の地域には，函館平野に埋積された沖積堆積

第 1表地質層序表

代! 地 層 名 岩 相 !火成岩類

帯 沖積世
沖積堆積 物 砂火礁山灰・ローム

-砂・粘土・泥炭

崖錐堆積物 砂礁・砂

| 扇状地堆積物 砂礁・砂
四

洪 第 2 段丘堆積物 砂礁・砂・粘土

紀 積 第 ー 段 丘 堆 積 物 砂礁・砂

世 湯の沢層 I I 元町層 凝土灰質泥質互砂層・粘質凝灰砂 (下石二英股安沢山熔岩岩)

棚瀬階I 富 川 層 礁岩炭・泥含礁砂岩・砂岩・ 函(石館英山安火山山岩岩)類
亜・岩

石英安山岩

第 l 黒 茂 li 認灰の岩木部 沢 砂岩・凝灰岩・集塊岩

凝灰岩・角磯凝灰岩中松量凝 層

粗玄粒 流岩岩紋一 内川 泥岩・砂岩・凝灰岩

二 階 l 層 I 細砂岩小股部沢層 暗緑色砂岩

紀 委門戸田川層 硬質岩頁岩 泥岩 岩岩武 脈
礁 ・砂岩・凝灰岩

世 脈
l 縫ヨ1I階?|| 湯の沢凝灰岩層 凝灰岩

先第三紀 !先 第三紀層 粘板岩・輝緑凝灰岩

-4-



物および平野周辺部の段丘堆積物が発達している。

また，南東部には，火山噴出岩から構成された函館山が位置している口

先第三紀層は，古くから，西南北海道地域において，古生層とされてきたものであ

20 粘板岩，輝緑凝灰岩などから構成された岩相が，凶幅の北西端地域に南北方向で
細長く分布しているの

新第三紀層は，構成岩相の上から，五つの累!暑に区分される o これらのうちで，お

もに硬質頁岩から構成されている戸田川層は，八雲階に，茂辺地川層は黒松内階に，

*富川層は瀬棚階にそれぞれ相当する地層であるの

そして，いずれも海成堆積層であるo

また，湯の沢凝灰岩層とよんだ地層は，先第三紀層を不整合におおって，凶幅の丙

端にそって細長く発達している。この地層は，戸田川層との層序関係がこの凶幅内で

は，あきらかでないので，明確な地質時代はわからなし、ただ，この地層の分布状態，

およびいちじるしい鉱化作用をうけた凝灰岩を多く介在していることなどから，ヨII縫

階に相当するものではないかと考えられる。

函館III 火灰岩類の基盤には，寒川|火山噴出物と名付けた石英安山岩質の火山砕屑岩

層が発達している o 乙の地層は，構成岩相および変質の状態からみて，中新世末期の

火成活動によるものであろうと考えられる。

第四紀の地層としては， 2 段の段丘堆積物，扇状地堆積物，崖錐堆積物，沖積堆積

物などが発達している。このほかに，湯の沢層および兎町層と名付けた地層がは幅内

の局小部分に l51i って発達している口

火山岩類としては，函館山を構成する石英安山岩質溶岩，および集塊岩，、石英安山

岩質の下 2 股沢溶岩，岩脈状岩体をなす粗粒玄武岩および流紋岩などがある。

函館山火山岩類は，火山山体の開析状態から，鮮新世末期の活動であろうと思われ

る o

IV 先第三紀層

模式地: 湯の沢上流地域

分布: 図幅の北西隅に，南北に細長く発達しており，大当日Jj川上流，渇の沢上

流，茂辺地川西股川などで，よく露出している。

本 この地層階の区分は文献 11) を参照したものであって，文献 3) とは異なっている。

-5-



層 相. おもに黒色粘板岩と輝緑凝灰岩から構成されており，ときに，珪質岩を

はさんでいる。

この図幅地域に分布する先第三紀層は，いくつかの断層によって，分断されている

ために，その累重関係は，明らかでないが，地域的には，大当別川や湯の沢地域では，

黒色粘板岩の発達が顕著であり，西股川地域では輝緑凝灰岩を主体として，黒色粘板

岩を介在した岩相が多くみとめられる。

この地層は，西南北海道地域で，これまで古生層とよばれてきた地層の相当層であ

るo しかし最近，嶺朗鉱山付近に分布する相当層の中の石灰岩から，上部ジュラ系

ではないか考えられる化石が発見され，この地域に発達するいわゆる古生層が，中生

代の地層として取扱われるようになったり

西南北海道地域に発達する古生層からは，今日まで， 2.-3 の地域で化石が発見され

ているだけであって，大部分の地域については，発達する地層の地質時代は，不明確

である。これらの点を考慮して，この図幅内に発達する古期岩相に対しては，これま

での古生層というよび方をあらため，先第三紀層とよぶことにしたり

V 新第三紀層

この図幅地域の新第三紀の地層は，西半部地域に広い範囲を占めて発達しているの

先第三紀層とは，不整合で接している。

構成岩相の上から，五つの累層に区分される o

この地域内の新第三紀層は，西南北海道における新第三紀層の一般層序のうちの~II

縫階もしくは福山階に当たると思われる地層が局部的に発達しているが，大局的には，

八雲階に相当する累層が，最下部の地層となっている。

*V.I 湯の沢凝灰岩層(新称)

模式地・ 湯の沢上流地域

分 布: 西股川下流から大釜谷川上流地域にかけて，ほぽ南北の延長方向で細長

く発達している。

下位層との関係: 下位の先第三紀層とは，湯の沢上流北方の山腹部で，不整合に

接しているが，大部分の地点では，断層接触をなしている o

*文献 (16) では，凝灰岩層と呼んでいる。
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)昌 相: この地層は，白色の色調をもった石英組面岩質凝灰岩から構成された火

III砕!丙岩層であって， ときに，陪飴色の堅硬泥岩をはさんでいる。

凝灰岩は，浮石にとむ組粒な岩相のものが多く，わずかに，細粒質の凝灰岩を介在

している。

この凝灰岩は，分布地域の大部分の岩相が，いちじるしい鉱化作用をうけて変質し

ており，地域によっては，珪化作用をうけて角喋岩相にかわっている。

l主硬泥岩は，成璃買の微細岩相をもっており，凝灰岩中に，大小のレンズ状岩塊で

ふくまれているものが多いの

この地層は，八雲階に相当する戸田川層とは断層で接しており，また，この地層の

地質時代に対する確実なよIt こは，この地域内で、は発見で、きなかった。

ただ，この地層の分布状態をみると，先第三紀層を中核として，その両翼に，外側

にむかつて渇の沢凝灰岩層，戸出川屈が順次配列していること，この地域のμ出川層

のなかには，この地層に類似したような厚層の凝灰岩層は発達していないこと，先第

三紀層に直接して，この地層が累積していることなどから，おそらく，この地域に発

達する新第三紀の，最下部の岩十目であろうと忠われる。そして，構成岩相およびその
本

変質状態から"iJi1 m逢階の一部に相当するのではなし、かと推察される。

V.2 戸田川層(新称)

模式地: 戸田川中流地域

分 布: 図J/J面の北部地域に，半ドーム状の背斜構造の中核をなして分布している

ほか，四方地域で，先第三紀層と j坊の沢凝灰岩層を中にはさんで，その両翼地域に広

がって分布している。

下位層との関係: 先第三紀届を不整合におおって，その上位に果重している。ま

た，湯の沢凝灰岩層とは，断層接触であって，果重関係は不明である。

!骨 相: 硬質頁岩および泥岩から構成され，喋岩，粗粒から中粒質の砂岩，凝灰

右などをともなっている。

そして模式地域では，はぽ，つぎのような果重状態をしめしている。

先第三紀層を不整合におおって発達する基底岩相は， 20--30ill の厚さをもった，瞭

*この地層の時代については，推定の域をでない状態であり，福山階に属するものの

可能性も充分ある。
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*岩と粗粒から中粒の砂若との互層である o 喋岩は，亜円磨された古期岩類の礁からな

っている。

この基底岩相の上位に続いて，やや板状の泥岩が，ほぽ 150m の厚さで累重してい

るのこの部分には，厚さ数 m 以下の灰白色泥質凝灰岩を 4--5 枚挟んでいる。

この泥岩相に引続いて，硬質頁岩の卓越した泥岩との板状互層が，厚く発達してい

るのそして，ときに，暗飴色の斑璃質堅硬泥岩をはさんでいるo この岩相は，厚さ 10

........20cm 程度の板状層理が顕著に発達した部分である。

そして，最上部には，泥岩にとむ硬質頁岩との互層岩相が発達している。

この戸田川層は，全層を通じて，泥灰質団球をふくんでおり，とくに，上部の岩相

中には，人頭大ていどの大きなものがみとめられる⑦

化石: この地層からは， Makiyamachitanii(MAKIYAMA) がほぼ全層にわ

たって産出したが，介化石その他鑑定可能なものは，みとめられなかったり

層 厚: 模式地域において， 550m ていどの厚さをしめしている。

V.3 茂辺地川層(新称)

模式地: 茂辺地川および大釜谷川流域

分 布: この地層は，この図幅内では，もっとも広域にわたって分布しており，

その西部地域の大部分を占めている o

下位層との関係: 戸田 }I I層とは，暗緑色の色調をしめした，やや特徴のある砂岩

層の下底で区分しており，累積状態は，整合である。

層 相: この地層は，泥岩，砂質泥岩，粗粒から細粒までの各種砂岩，凝灰岩な

どから構成された，ひじように厚い累層である。

全層を通じて，特徴のある外観をもった岩相が，し、くつかみとめられるが，このう

ちで，全域にわたって追跡できた地層は，最下部の暗緑色砂岩層と，これからほぼ 200

*この基底部の岩相を八雲階の下部岩相として，取扱うことについては，やや問題も

あるようであるが，この地域では，この岩相と上位に累重する硬質頁岩と泥岩との

互層岩相とを別々の階の地層として医分するための積極的な資料がみとめられな

かったので，同一層準のものとした。

なお，この地域の層序状態と似た岩相累積をもっている上の}辺地域では，硬質頁

岩層の下位に発達する 10 数 m の礁質岩相から，西南北海道tt~域で訓縫期の示準化

石とされている化石群が産出していて， この岩相を訓縫問の地層として原扱って

いるの(文献 4)
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.-.-300m 上位の層準にはさまっている含浮石粗粒凝灰岩層の 2層であって，このほか

の特徴的岩相は，地域的に発達した地層である。したがって，厚い累層をなす茂辺地

川層を，同時面をもとにして区分することは困難である。

しかし大きくみると，岩相上で，泥岩や砂質泥岩の卓越した部分と，砂質岩相の

卓越した部分との区別が，層序的にふ地域的にも，かなりはっきりとみとめられる

ようであり，地質L'Slでは，前者を泥質岩相部層，後者を砂質岩相部層と名付けて岩相

|瓦分をおこなった。なお，二つの部層の境は，任意的で、ある。

また，まえにのべた鍵層に対しては，暗緑色砂岩層は，細小股沢砂岩部層，合浮石

粗粒i疑J)<岩層は，梨の木沢凝灰岩部層と名付けて，主部層と区別している。

V.3.1 細小股沢砂岩部層(新称)

棋式地: 細小股沢中・上流地域

分布: 図幅の北部から丙部地区にかけて，帯状に，断続して分布している。

層 相: 暗緑色の色調をもった，粗粒から中粒の砂岩で構成され，ときに，合傑

砂岩をふくんでいる。

この砂岩は，かなり凝灰質で，分級の悪い岩相をもっており，細喋，浮石，凝灰質

のdO ，ーなどを多くふくんでいる。やや硬質であ丹て，一般に板状層理が発達している。

この砂岩は，暗緑色の泥片や鉱物片が，多くふくまれているととが特徴的であって，

外観立，海緑石砂岩とにている。

乙の地層は，岩相および層!享が地域的にかなり変化している。すなわち，模式地の

細小股沢では， 偽層層理をもった l倍緑色の凝灰質の粗粒砂岩が 80m 前後の厚さで発

達しており，黒色の火山性砂岩をはさんでいる。

これが戸田川では，板状層理をしめす含喋質の組粒から中粒の砂岩で，下部岩相中

に，暗緑色の泥片や鉱物片をふくむ緑色砂岩層を介在する累積地層にかわっており，

厚さも 10.-.-20 m と薄化している。

さらに，西部地域の大釜谷川や亀川などでは，淡緑色の粗粒から中粒の砂岩の一部

に， Il吉緑色の泥片をふくむていどの岩相となっており，厚さも， 10m 以下に薄くなっ

ているち

しかし乙の地層を構成する砂岩は全域を通じて，凝灰質で，暗緑色の色調をもっ

た泥片や鉱物片をふくむ特 i支をもっており，乙の点で，そのほかの砂岩相から区別で

きるようである。
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V.3.2 梨の木沢凝灰岩部層

1951 金谷太郎ほか: 梨の木沢凝灰岩部層

模式地: 大釜谷川支流梨の木沢付近

分 布: 茂辺地川層に介在された鍵層として，北部から西部の地域にかけて，帯

状に分布している。

層 相: 浮石質凝灰岩，角喋凝灰岩および泥質凝灰岩から構成されており，とき

に，凝灰質砂岩をはさんで、いる。

乙の凝灰岩は，石英安山岩質であって，大きな石英粒を特徴的にふくんでいる。

また，安山岩質の岩片や粘板岩岩片なども，わずかにみとめられる。

乙の地層は，模式的に発達する大釜谷川流域では，全層が浮石礁にとむ粗粒凝灰岩

相から構成されており，その一部は，角喋凝灰岩質になっているのまた，変質をうけ

て硬い淡灰色や緑色の岩相にかわっているものもみられる。

乙れが，大当別川流域では，下部が浮石質組粒凝灰岩，上部が，板状層理のはっき

りした細粒から泥質の凝灰岩から構成された累積地層になっている。

さらに，北部の細小股沢では，下部から，角疎凝灰岩，浮石質組粒凝灰岩，細粒か

ら泥質の凝灰岩の順序に重なった地層にかわっており，とくに，角陳凝灰岩の発達が

目立っている。

層 厚: この地層は，地域的に，発達状態がかなり変わっている o

すなわち，細小股沢のように， 角傑凝灰岩相の発達する地域で 150.--170 m と厚く

なっており，大釜谷川流域では， 120.--80m，大当別川で， 70.--50m , 湯の沢から戸

田川にかけた地域で， 20m 前後の厚さにかわっている。

V.3.3 茂辺地川層主部層

まえにのべたように，この茂辺地川層は，泥質岩相と砂質岩相との二つの部層にわ

けられる。しかし，両部層の地層境は，同時間面をしめすものではなしまた，全域

にわたって，両部層が同じ順序では累重していない。すなわち，地域的な岩相変化が，

いちじるしくみとめられる。

梨の木沢凝灰岩部層を鍵層として， この下位に発達する厚さ 200.--300 m の地層の

岩相変化の状態、をみると，南西部地域では，泥質岩相ばかりの累積地層であるが，北に

むかつて，砂質岩相と互層するようになり，さらに，北東方の地域では，砂質岩相だけの

累積地層にかわっている。すなわち，大釜谷川および大当別川などの地域では，泥岩

一 10 -



が卓!也し，砂質泥岩や細粒砂宕をはさむ互層岩柑が定達している o しかし湯の沢およ

びこの北方の地域では， 1尼岩，砂質j尼岩，および細粒砂岩の発達が顕著であるが，そ

の問に，坦粒から中粒の砂岩から構成された岩相を，数層はさんでいる。そして，渇

の沢下流付近から戸田川にかけた地域では，むしろ，組粒から細粒までの砂岩の発達

が顕著となり，さらに，細小牧沢究域では，全!脅が，粗粒から中粒の砂岩で構成され

た地層が発達している。

つぎに，梨の木沢凝灰岩ffl\層の上位に重なる地層についてみると，大釜谷川や大当

別川地域では，乙の凝灰岩部層 Jこつづいて，やや軟質の砂質泥岩にとむ，泥右や細粒

砂岩との互層官十日が J 1 ,300 m 前後の!享さで発達し，この上位は，細粒砂古D卓越し

た，粗粒から中粒砂岩との互層岩岡がJ 500m 以上の厚さで累積している。この上部

の砂貿岩相には， ときに， j陳質砂岩と 7)少質11己岩をはさんでいる。

一方，北部の戸田川地域ではp 梨の木沢凝灰宥部!再に引続いて，泥質岩間が180m

前後の厚さで発達しているていどで，との上位には，300m 以上の厚さの組粒から中

粒の砂岩と細粒砂岩との互層岩間が重なっている。

さらに，北東方の細小股沢では， 11己資岩相はみられず， 500m 以上の厚さをもった

砂質岩相のみが発達している。

茂辺地川!醤は，また，全層を通じて，凝灰岩や凝灰質岩を多くともなっている。と

くに，砂質岩相を構成する砂岩には，凝灰質のものが多く，1手石，火III性砂粒および

火山岩岩片などを特徴的にふくんでいる岩相がみとめられる。全般的にみると，北東

方にむかつて，凝灰賀岩を増す傾向がみられ，細小股沢付近では，梨の木以凝灰岩部

層の上位の砂質岩相部層は，砂岩と凝灰岩とが互)書しており，さらに，複輝石安山岩

の集l鬼岩層をはさんでいる。

なおp 西南部地域や北部地域の泥質岩相部層中には， 厚さ 1.........2m 前後の泥質凝灰

岩をかなり多くはさんでいる。

この茂辺地川層は， 1951 年，金谷太郎ほかが，ほほ同じ地域で，大平川層，大釜谷

!吾およびi度島三、ソ石層と命名して発表した地層の一部に相当している。

化 石: 全層を通じて，化石は乏しし、なお，産出化石のうちで鑑定できたもの

はつぎのようである。

Soletellinasp.

Neptuneasp.
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Fusitritonsp.

Ma!dya 伽ai chitanii(MAKIYAMA)

層 厚: 土位に，地質構造上で大きくちがった富川層が不整合に重なるために，

層厚は，南西部地域と北部地域とでは，いちじるしくちがっているのすなわち，南西

部では， 2，∞Om 以上の厚さに達しているが，北東部の細小股沢{、 j 迂では， 800m 前

後になっている。

V.4 寒川火山噴出物層

1963 鈴木守ほか: 寒川火山噴出物層

この地層は，函館山火山岩類の基盤地層をなすもので，函館山の西海岸の寒川付近，

中尾根および谷地頭町の東側の段丘崖などに，分布している o

集塊凝灰岩，集塊熔岩および塊状熔岩から構成されているのそして，集塊凝灰岩の

岩相の一部に，泥岩を岩塊状にふくんでいる o

熔岩や集塊岩の角擦は，石英安山岩質である。

この地層は，全般的に，変質作用をうけており，とくに，寒川から谷池頭にかけた

地域で，いちじるしい。乙れらの地域では，岩石が，かなり緑色化や渇色化していて，

細かい黄鉄鉱を多数ふくんで、いる。また，変質部分の一部に，硫黄の細脈がみとめら

れる。乙のほか，珪化が部分的におこなわれ，これに，重品石が伴なわれている。

乙の火山噴出物の時代については，分布する地域が孤立している上に，時代のはっ

きりしている地層との果重関係がつかめないために，明らかでなし、。

ただ，構成岩の変質状態から推察して，中新世末期ではないかと考えている。

V.5 富川層

模式地: 富川南方の海岸段丘崖

分布: 函館平野の両翼側の，丘陵地を作って，ほぽ，南一北の延長方向をもっ

て分布している。

下位層との関係: 下位の茂辺地川層と斜交不整合の関係で接している口

この累重状態は，模式地の崖でみることができる。ここでは，茂辺地川層心凝灰質

中粒砂岩をおおって，喋岩と含喋砂岩から構成された基底喋岩が発達しており，地層

境は明瞭である。そして，両地層の走向・傾斜は，大きく相異しており，下位の茂辺

地川層の走向・傾斜が N15---25E ・ 20° 士 SE であるのに対して， と位の富川層では，

N35___400W • 15........200NE となっていて，明らかな地質構造のちがし、をしめしている。
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!首 相: 喋岩，含瞭粗粒砂岩の卓越した rtf粒から細粒までの砂岩との不規則な互

)再から構成されており，わずかに，粘土質の泥岩と泥質凝灰岩をはさんでいる。また，

上部の岩相l判こ，粗悪な亜炭をはさんでいる白

時岩および合喋粗粒砂宕は，やや乱堆積状の軟らかいむ相をしめしている。ときに，

ft.)屑!脅理がみとめられる。構成慨は，径lO em 以下の亜門慨が多く，ときに， 20,.....,30

em の大礁をふくんでいる。粗粒玄武岩，流紋岩， 位i輝正i安山岩などの火山岩が目立

っており，そのほかに，粘板岩，チャート，輝結凝灰岩などの l±rJtJj岩や凝灰質砂岩，

U己岩などの礁をふくんでいる。

開質岩や砂岩中には，未炭化の木幹，木片をかなりふくんでいる o

この地層は，全体に，かなり軟弱な累積地層であって，偽!曽)吾埋や乱堆積状の岩相

が発達しているの

そして，下部から中部にかけた岩相中に，介類;化石を多くふくんでいる。

化 石: この地層からは，海陸介類化石をかなり豊富に産するつ産出化石として

は，っきーのものがあるの

Acilasp.

Chlamysswifti(BERNARDI)

Patinopectenyessoensis(JAY)

Macomasp.

NaticajanthostomaDESHAYES

TurritellafortilirataSOWERBY

その他二枚介・巻介類破片

VI 第四紀層

この地域に発達する第四紀層は，二つの段丘堆積物，大きな川川の下流域につくら

れた扇状地堆積物，火山岩がつくる山塊の周辺に形成された崖錐堆積物，函館平野お

よび川川流域に理積した沖積氾濫原堆積物，および，これらの地層を広くおおって発

j主するローム)吾などである o

このほかには，局部的に小さな規模で発達する， {坊の沢!醤および元町憎があるが，

この両地層は，おそらく，第四紀・洪積世の堆積物であろうと思われる地層である o

VI.1 洪積世の堆積層
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VI ,; 1. 1 湯の沢層

，W64 長谷川潔ほか: 凝灰岩・砂岩互層

乙の地層は，湯の沢上流の北方 l凌線地帯に，湯の沢凝灰岩層および茂辺地川層を不

整合におおって，小さな規模で発達しているの

浮石を多くふくむ凝灰岩，凝灰質砂岩，粘土質泥岩などの互層であって，ひじよう

に軟弱な岩相であるロ

砂岩中には，撲をかなりふくんでいる。

乙の地層は，標高 300m 付近のところに基底面をもった，ほぽ水平の陸成堆積層で

ある。岩相の固結状態や分布状態から判断すると，洪積世前期あたりの，内陸湖盆堆

積物ではないかと考えられる。

VI.l.2 元町層

1963 鈴木守ほか: 元町層

この地層は，函館山地域の御殿山の東の山麓に，ごく小さな分布をしている。

第 3 図元町層の露出(函館西高校グランド)
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いちじるしい擬層理をもった軟弱な砂岩であるが，季大ていどの石英安山岩質熔結

凝灰岩の角喋を，多数ふくんでいる。

この地層は， l!l麓斜面の切り取り工事の際に，はじめて露出したものである o 函館

山を構成する火山岩類との直接の関係をみることができないので，時代については，

かなり不明確であるが，つぎのようなことから洪積世のものとして取扱った。

i) 函館山を構成する火山噴出物が，全体に，かなりの擾乱をうけているのに対し

て，この元町層は，擬層理が発達はしているが，はぼ水平の層理をもっている。

ii) 元町層にふくまれている角礁は，函館山火山噴出物のものと岩質をことにする

熔結凝灰岩である。

iii) 函館山の西海岸側が露出状態は良くなっているにもかかわらず，元町層に相当

する地層は，まったくみとめられない。

以上の諸点から元町層は，函館山火山噴出物の活動時期よりも，おくれた時期の

もので，山麓にへばったような形で形成されたものであろうと考えられる。

VI.1.3 第 1 段丘堆積物

おもに，海岸地域で，標高 25---40 m の平坦面をおおって発達しているほか， 茂辺

地川流域にも，比高が 5---15 m の平坦面の上位に，ところどころに発達している。

砂喋層および砂層から構成された，偽層層理のいちじるしい呆積層であって，とこ

ろによっては，褐鉄鉱化をうけて硬くなっている部分がある。

層!享は， 3m 前後である。

VI.1.4 第 2 段丘堆積物

l司l幅内の西半部の地域では，第 1 段丘堆積物の前面に，沖積面からの比高 10---25 m

の平出面をおおって発達している。また，函館山の北東部の山麓斜面の末端部の，比

高 10m 前後の平坦面上にも分布している。

これらのほかに，函館平野の東翼側には，標高 10m 付近から 50m 近 υこいたる，

はぽ連続した平坦状の緩斜面が発達している o この平坦面は，堆積物上面の削剥面で

あって，この堆積物の基底面は，標高 7 m~IJ後の沖積面下であって，地表からは観察

できなし、。

このものは，見掛上では，函館平野の西翼側に発達する第 2 段丘堆積物の平坦面と
1ろ)

ょくにており，これをさらに東に隣接する五稜郭図|幅内に追跡すると， 比高 10m 前

後のところに，基盤岩の平坦面をおいた段丘堆積物につながっていくようである。こ
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れらの点から，この東翼側に発注する地層を，

乙の閃I隔では，いちおう，第 2段丘堆積物の

中にふくめて取扱っておいたりしかし，今後，

検討することが必要である。

間半部地域や函館山地域に発注する堆積物

は，おもに，砂傑層および合機砂崩からなっ

ていて，厚さは， 3~5m 前後であるの

一方，東側の地域のものは，凝灰質fJ少!曽と

微細粒喋層との不規則な互層であって，とき

に，泥質砂層や粘土質泥国などをはさんでい

る o j為!吾層理がかなり発達している。層厚

は，下l誌が不明なために，明らかでない。

沖積世の堆積物

扇状地堆積物VI.2.1

VI.2

函館平野の南翼側の第 2段丘堆積物の前面

に広く発達している。

沖積面との境は，ほとんど区別できないが，

斜面地形勾配が，扇状地の部分がし、く分急に

なっている。

この扇状地は，北に隣接する大沼公閏凶幅

で，大きく発達しているものであって，分布

状態から，戸切地川に関係するものではない

かと考えられるo

砂瞭層および砂層から構成されているの

丘砂VI.2.2

七重浜から久根JJljfこし、たる間の海岸に，海

岸線にほぼ平行して，細長く発達している。

高度は， 5~6m ていどの低い砂山であっ

て，最高点で gm 前後である。

なお，この砂丘列の背後の，国鉄江差線ぞ

一 16 -



第 5 図 七重浜付近の砂丘(向いは i刻館山)

いと， さらに内陪担Ijの j自分付近とに，ほぽ海岸に、ド行して， I毎度 5m Im{去の II少山が形

成されている円これは， III し、 II 主期の砂丘で、はないかと考えられるつ

VI.2.3 崖錐堆積物

i度島~別のトラピストのある丸山の市麓古Ii ， および函館山の北置から東置にかけた

地域に発達しているの

いずれも，背後の火山岩山地からの角喋から構成された堆積層である。

VI.2.4 沖積堆積鞠

l司 i幅|付の主要河川流域や海岸低 j也市には， {沙 1喋!骨や砂層から構成された沖積堆積物

が定達している。

また，東部地域に広がる函館平野では，扇状地末端および段丘崖下から沖積低地の

要部をしめて，砂喋層，砂層，粘土層および泥炭などの果積層が厚く発達しているり

とくに，段丘崖下や低地中央では，粘土や泥炭が厚く埋積されている。

また，函館市街の基盤には， I享い砂層が発達しているが，これは，函館山と本土と

をつないでいる砂川 i である。

VI.2.5 火山灰およびローム層

凶1隔地域内の第 2 段丘堆積物およびこれより古い堆積層の上位をおおって，赤褐色

のローム層および火山灰層が広く発達している。

とくに，第 1 段丘堆漬物および第 2 段丘堆積物の発達する地域で，その上位に観察
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される。

厚さは， 70--...150em ていどであって，上部が，赤褐色のローム層であり，下部は，

やや砂質の浮石細礁を多くふくんだ火山灰となっている。両岩相は，津Ii移的で、あって，

境は不明確である。

VII 火山岩類

図幅地域内に発達する火山岩類は，石英安山岩質の函館山火山岩類および下二股沢

熔岩のほか，岩脈類として，粗粒玄武岩と流紋岩とである。

VII.! 粗粒玄武岩

大当別川下流，大釜谷川下流の地域で茂辺地川層を，滝の沢中流地域で戸田川層を

それぞれ貫いて，粗粒玄武岩の岩脈が発達している o これらのうちで，滝の沢中流地

域にみられるものは，上下盤の地層の走向・傾斜とほぼにかよった近入状態をしめし

ており，道入形態としては，岩床状をなしている。

岩体の走向方向は， N80°--...85°W と N40ー--...50ーE の 2 方向のものがあるの

乙の岩体と周辺地層とが接する部分では， 1m ていどの幅で，角様化した粗粒玄武

岩を砂質岩でうめた角喋状岩相ができている o

この粗粒玄武岩は，外観上は， {農緑~暗緑色を呈した硬質，微密な岩間をしめして

おり，柱状節理が発達している。

鏡下の観察は，つぎのようである o

斑 品: 斜長石〉普通輝石，斑状構造をしめす。科長石の多くは，集斑状になっ

ており，周辺部や割目にそって，緑泥石化をうけている。また，普通輝石の大部分は，

緑泥石や炭酸塩鉱物で置換されている o

石 基: 細粒の斜長石，緑泥石および細かな不透明鉱物，緑泥石の大部分は，輝

石から変わったものとみられる。

なお，大釜谷)I I 下流に発達する岩休は，ほかのものとやや岩質がちがっている o こ

の岩石は，長柱状の斜長石と輝石から変わったとみられる緑泥石，炭酸塩鉱物などの

ほか，石英の斑状結晶をふくんで・いる。この斑状の石英は，斜長石を置換していて，明

らかに 2 次生成物である。

残存組織は，完全なオフィティック組織をしめしている。

VII.2 流絞岩
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大当別川の障子山付近に，N80°__85°£ 方向に道入した流紋岩岩脈が発達している。

この岩石は，外観上は，白色を呈し，流理面に平行な縞状模様が発達している。

鏡下の観察では，

斑 晶: 長柱状の黒雲母と斜長石

石 基: 微細な石英と科長石からなる。斜長石の多くは，ひじように不規則な形

をしており，わずかに，短冊状のものがみとめられるの

VII.3 下二股沢熔岩

図幅の西端で，亀 JII と大当別川との間にはさまる山陵地域に，石英安山岩質の熔岩

として発達している。

乙の岩石は，淡緑色の粗粒な岩相のもので，石英，斜長石，角閃石などの，大きな

斑品をふくんでいる。

なお，この岩体の一部と考えられるものの中には，ひじように組粒な岩相をもった

ものがある o これは，大きな斜長石斑品を多くふくんでいるほか，輝石と思われる大

きな斑品をともなっているもので，複輝石安山岩質である。

石英安山岩質のものを鏡下で観察すれば，

斑 晶: 斜長石，石英，角閃石のほか不透明鉱物がみられる。斜長石は，卓状お

よび板状の形をしめし，内部の方が方解石や緑泥石で置換されている。また，角閃石

は，縁泥石と方解石の集合物によって完全に置換されている。

石 基: 細粒の石英と斜長石の不規則な粒状組織をしめしている。

この石英安山岩質熔岩の時代については，新第三紀中新世までの地層をおおってい

る以外には，まったくわからなし、

VII.4 函館山火山岩類

函館山地域には，まえにのベた中新世末期と考えられる寒川火山噴出物層を基盤と

して，石英安山岩質の熔岩および集塊岩が厚く発達している o そしてこれらは，下部

から，立待岬熔岩，千畳敷集塊岩，高竜寺山熔岩，千畳敷熔岩および御般山熔岩に区

分される。

函館山火山岩類の噴出時期については，明確ではないが，火山岩山休の開析状態か

ら，おそらく，新第三紀末期から第四紀初期にかけての時期ではないかと考えられるの

VII.4.1 立待岬熔岩

函館山の北東部の立待岬付近に分布している o
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第 6図立待岬熔岩

この熔岩には，縞状の流理構造が特徴的であって，また，流理面に直交する節理が

発達している。

外観上では，やや褐色味のある暗灰色をしめし，ち密で堅硬な岩質をもっている。

鏡下の観察によると，

斑 品: 緑色角閃石，紫蘇輝石，斜長石，石英から構成され，緑色角閃石は，大

部分のものが周縁から不透明鉱物に置換されている o

また，大型の石英には，斜長石を包かしているものがある。

石 基: やや褐色をおびた琉璃質の部分と徴珪長質の部分とが不規則に入りまじ

った状態をしている。この中に，細かな粒状あるいは柱状の紫蘇輝石，柱状の斜長石

および不透明鉱物などが，不規則に散在している。

VII.4.2 千畳敷集塊岩

函館山の南部地域に，海蝕崖をつくって分布しているほか，御殿山の丙南方にも，

その一部が分布しているの

この地層は，石英安山岩の角喋と，その間をうずめる黄褐色の凝灰岩から構成され
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ている。角礁の大きさは，拳大から人頭大ていどのものが多く，ときに， f王 1m にも

達する岩塊をともなっている。

角喋は，斜長石の大きな斑品を多数ふくんでおり，また，弱し、変質をうけて赤色化

している。

この集塊岩層中には，海浜砂鉄が回枯したと考えられる，薄い層状磁鉄鉱床をはさ

んでいる。

VII.4.3 高竜寺山熔岩

おもに函館山の北部の高竜寺山付近に分布しているが，寒川の東方の山陵部分にも，

わずかに分布している。

千宥:敷集塊岩との直接の関係は，あきらかでないが，分布状態から判断すると，こ

れをおおっているものと推定される。

なお，御殿山熔岩および千畳敷熔岩に，おおわれているの

灰色を呈しているが，ときには，やや赤味をおびたものがみられる。また，塊状で

あって，径 1---2em の大きな斜長石斑品をふくむことが特徴である。

鏡下の観察では，

斑 品: 褐色角閃石，紫蘇輝石，普通輝行，斜長石および石英。石英のまわりに

は，曹長石質の斜長石の微細結晶が，ふちどるように発達している。

石基: 細かく，不規則形をもった斜長石と石英の集合からなっている。

VII.4.4 千畳敷熔岩

函館山の南部地域で，平坦台地をつくって分布しているもので，千畳敷集塊岩をお

おっている。

やや白色を帯びた部分と，灰白色の部分とが縞状に互層するもので，白色部の方に

は，多くの，大きな斜長石斑品をふくんでいる。

鏡下の観察では，

斑 品: 緑褐色角閃石，斜長石，石英のほか，紫蘇輝石をわずかにふくんでいる。

石英は，溶蝕されているものが多い。

行基: 微庄長質組織をしめしており，この間に，t[-状の判長石および不透明鉱

物が散点している。

VII.4.5 御殿山熔岩

函館山の最高峰で、ある御殿山を rj1 心として分布している。
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この熔岩は，高竜寺山熔岩をおおっているが，千畳敷熔岩との直接の関係は，わか

らなし、。しかしこの熔岩と千畳敷熔岩とは，一連のものとも考えられる。

暗灰色を呈するが，全般にかなり風化されていて，淡灰色をしめしたものが多い。

明瞭な流理構造が発達しているが，流理面は，ひじようにうねった形態をしめしてい

る。

鏡下の観察では，

斑 品: 緑色角閃石，紫蘇輝石，斜長石，石英。角閃石の多くは，不透明な「ち

り状」の物質でふちどられているが，完全に置換されているものもある。

石 基: スヘルライトと，この間をうずめた微細な石英と斜長石の集合物からな

っている門

VIII 地質構造

この地域の地質構造を支配しているものは，ほぽ， N20ー___30
0
W 走向の軸をもった

多くの摺曲構造と，これにほぼ平行するか，または，斜交する方向性をもった断層で

切られた断層構造とで、ある。

この地域は，大きくみると，西方地域と北方地域で基盤地層が浮き上がり，東方お

よび南東方にむかつて，上位の地層が累積した大きな半ドーム状の構造をとっている。

そして，この大きな構造の中に，摺曲構造，小さなドームおよび盆状構造が発達し，

さらに，断層による地塊構造がつくられて，複雑化した地質構造になっている o

これらの断層および摺曲構造には，中新世上部の茂辺地川層までの地層群は関与し

ている o しかし鮮新世の富川層およびこれ以降の地層群は，まったくちがった構造

形態をとっている。

すなわち，乙の地域では，中新世の茂辺地川層の堆積後に，大きな造構造運動があっ

て，複雑化した地質構造が形成されたが，その後は造盆地運動に転化して，函館平野

を中心とした入江状の内湾盆地が形成→発展して，沖積世まで引つがれている。

摺曲構造としては， N200___30
0
W 走向の軸をもって，広域の構造を支配するいくつ

かの背斜および向斜構造と，それぞれの単位摺曲構造の聞にできた小規模の波状摺曲

構造が発達しているの一般的には，基盤岩地層の分布地域から，はなれるにつれて摺

曲構造が波状化する傾向がみられる o

摺曲構造の両翼の地層傾斜は，一般的には， 10° から 30° の緩傾斜であるが，地跡

- 22-



的に， 50° 以上になっているところがある。

断層は，ほぼ N 200__400E と N 20° .....，300W の 2 方向のものが発注しており，前者

の方向のものが後者の断層によって切られている。また，西方地域では，分岐断層と

思われる N-S 性の断層が発達している。

IX 応用地質

この地域に賦存する地下資源は， {坊の沢中流地域の銅・ J[} .亜鉛，函館山家川地域

の硫化鉱・硫黄・重品1' i，釜谷地域の行油・天然ガス，大当別川流域と函館山の石村，

函館山周辺および釜谷の温泉などである。

これらの地下資源の中で，現在保抗£または利用されているものは，イ i付と温泉だけ

である。

IX.! $lciJ ・鉛・亜鉛鉱床

湯の沢中流地 J)!J<から西股川流域にかけて狭長に分布する J坊の沢凝灰岩層のなかに，

露頭徴伎がみとめられる。

この地域には， N-S方向で東に張り lU した弧状の断層が発達しており， この断層

の内側には，さらに，いくつかの勇断吊'が形成されている。

この勇断，貯のそれぞれは，さらに，いくつかの単位勇断好からなっている。

勇[断併の大きさは，延長 500m ていどであり，また，単位勇断市は， 100........150m の

延長範囲をしめしている。

鉱!本は，各単位勇断市ごとに形成されており，これを合わせた一つの弟ー断吊では，

市部から北部にむかつて，鉱化作用が優勢になっているの

鉱休は，一般に，角疎化した J主化岩相中に肝 :ij f;しており，上盤は粘土化宕，下盤は

ft 化右に接している。

角時化した岩柑には黄鉄鉱・石英脈，合銅・$[}・亜鉛 ·1i 英脈，重品石脈などが

発達しているが，黄鉄鉱・イ i英脈が大半を占めている P

この地域の鉱床は，単位勇断併にそぺた鉱化作用が，延長の割に III 面が!よく，また，

楕円形状の範聞におこなわれていること，特定方向をもった鉱脈が少ないこと，鉱石

鉱物 li T[:::'コロホルム構造がみられることなどから，露頭徴伎の下部に，塊状の::::O， IJ:\l1ょ、

鉱床の存在が推察される。しかしこの鉱床には，未解決の疑問な点が多くあって，

開発されるまでには，さらに多くの，調査研究を要するように思われる o
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第 7 図 鉱床付近地質問(長谷川潔原|羽)

IX.2 硫化鉱・硫黄・重品石鉱 id

函館山西海岸の宋川地域で，数年前に，いわゆる黒鉱式鉱床が発見されたといわれ

た地点である。

すなわち，穴澗から海岸ぞいに約 lkm 南下した地点に， それらしい克頑がみられ

る。

ここでは，寒川火山噴出物中に， N35°E ・ 7005E の断層がみとめられ，この断層に

そって徴温泉が湧出し，上盤側の石英安山岩中に硫黄が形成されている o 高3頁徴候と

しては，これだけであるのまた，断層にそって，約 10m の坑道の掘進されているが・

この間に，鉱脈といえるようなものはまったくみとめられなし、
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ただ，坑道奥から掘り出された併の中に，黒色徴粒の低品位硫化鉱があって，重品

石をかなりふくんだものがみとめられる。

この鉱徴地は，北海道立地下資源調査所所長斎藤呂之によって概調されたことがあ

るの斎藤によれば，この地域には，硫黄にともなった硫化鉄の貧鉱が発達しているだ

けであって，黒鉱式鉱床の!拭存される可能性はないという。
1)2)¥))

IX.3 石油・天然、ガス

西南北海道地域では，長万部，八雲，森およびこの凶 ill肩の釜谷地域などで，石油お

よび天然、ガスの徴候が知られているロその一部地域については，かなり古くから調査

され，また近年になっても，採査試錐や開発試錐が，試みられている。

全域を通じて，石油および天然、ガスのほ岩は，八雲階に属する硬質 it 岩層および黒

松内階に属する泥質岩相である。

凶幅地域内では，戸田川層と茂辺地川層の泥質岩相が発達する釜谷地域に，古くか

ら石油徴候が知られており，泉沢油田とよばれている。

油徴およびガス徴は，牧場の沢支流の油の沢，釜谷中学校の校庭の井戸およびサラ

キ岬沖合の海底などでみられる o

油の沢では，茂辺地川層泥質岩相からなる河床の割目から，比重 0.969 ていどの黒

色ピッチ質の原油が接出している。また，この下流 50m 位のところでは， 28.5°C て

いどの徴温泉にともなって，ガスが噴出している。

そのほかの地域では，ガス徴であって，ときに，油膜が浮いてくるていどである。

乙の泉沢油田は，久原鉱業株式会社(日本鉱業)が， 大正 6年に，油徴地から 500

m北方の台地で，深度 541. 5 m の探査試錐をおこなった。当時，わずかではあるが，

原油を採取したようであるが， 現在は， 29°C の温水と炭酸ガスを主成分としたガス

が噴出しているだけである。

この釜谷付近には，戸田川層を中核として，南市東方向に沈む背斜構造が発達して

いる。

この背斜軸は，北側の大釜谷川上流では，両翼の地層傾斜が 15°，....，20° で追跡できる

が，牧場の沢上流付近で軸は沈み，この沢の流域では，断層で，複雑にこわされてい

る o そして，さらに南方のサラキ岬地域では，緩い半ドーム状構造の発達がみとめら

れる。すなわち，この地域には，油田構造としての背斜構造の発達はみとめられる。

なお，各地点で採集したカ、スの分析結果は，つぎのようである。
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73.3

88.8

0.1

!\\吐 (%)1 CH4 CmH:t C02
1地点

l …ス徴) 1 228l i
釜谷石油井跡 x) 5.5 ー

サラキ岬沖合 X X) I 45.3'

。ガスクロマトグラフ分析による

X X) オノレザツトガス分析装置による分析

O2 N2 H2S

0.3' 3.61

0.31 5.4' 含む 1
5.11 49.5i -

この分析結果でみると，サラキ岬沖合のガスだけが， f氏品位油田系ガスであって，

*その他の地点のものは，むしろ祖泉系のガスの範囲にはいるものである o

IX.4 石材

石材資源としては，組粒玄武岩と石英安山岩がある。

この火山岩類のなかで，大当別川下流の粗粒玄武岩岩脈と函館山の高竜守-山熔岩と

は，砕石や割りぐり石として，現在採石されている。

両地域とも，岩体の規模は大きく，露頭の立地条件がめぐまれているので，かなり

の量の採石ができるものと考えられる。

また，丸山地域の粗粒玄武岩岩脈は，岩休の規模は大きいが，露頭がp かなり標高

の高いところにある乙となので，採石条件はよくなし、。しかし，茂辺地川の西側の小

沢の最上流にも，乙の岩脈の露頭があらわれている。ここでは，採石場の選定を考慮

すれば，充分採掘できるものと考えられる m なお，調査時には，小沢流路の玉石を採

取して，砕石されていた。

り)]0)1])]2)

IX.5 温泉および鉱泉

図幅内には，谷地頭温泉，蓬莱温泉，大森温泉，寒川鉱泉，釜谷徴温泉などの温泉，

および鉱泉の湧出地がある。地域的には，函館山の周辺地域に集中している。この地

域では，中新世末期の寒川火山噴出岩層中に渇脈があって，いずれも，この地層中か

ら温泉をえている o

また，釜谷微温泉は，まえにのべた泉沢油田の石油探査井から湧出する鉱泉であっ

て，水質は，函館山周辺地域のものとは，まったく異なっている。この釜谷温泉付近

では，昭和 37 年に，旧井戸から 500m 北方の台地上に深度 390m の試錐をおこなっ

*文献 9) にガス分析表をのせであるが，分析値記載に大きなあやまりがあったので，

木稿の分析結果とは，いちじるしくちがった値になっている。
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たが，坑底地掘は， 40°C にまで Lったが， 水量が少なくて， 温泉をうることができ

なかったち

自噴，廃泉

白 l噴，廃泉

白噴，矛IJ用

自噴，利用

なお，各組泉の状態は，つぎのようである。

湧出し湾 pH 号店法 i 備 考

53.0' - 125.0 188.0 , 1951 年試錐，

63.0 -1438.0182.011952 年試錐，

66.06.6-6.7 , 110.0 198.5 , 1953 年試錐，

65.06.6-6.7110.0 186.0 , 1953 年試錐，

67.06.6-6.7200.0200.0 1953 年試錐，白噴，利用

37.0 -'100.0106.0 1953 年試錐，動力揚水

28.2 6.4 18.7 90.0 試錐，動力揚水

26.5 - 18.7

33.9 6.6101.8|346.0!1957 年試錐， 218m で湯脈に
あたるも自噴せず，動力陽水

45.0 一 一 620.01 試錐，自噴せず

54.0 一 一 700. 0' 試錐，自噴ぜず

24.0 5.6 白然鴻水
26.0 5.6 一 一|白然湧水

29.0 7.1 - 541.5

_ 300.0 _!1962 年，地温 54°C なるも湧
|水せず

谷地頭市 1 号井|

谷地頭 市 2 号井

谷地頭市 3 号井

谷地頭市 4 号井 l

i 谷地頭 市 5 号丹二

谷地頭勝田温泉

谷地頭池の端温泉

谷地頭金森視泉

蓬莱町温泉

大森町 5 番地

大森町 28 番地

寒川鉱泉第 1

寒 )11 鉱泉第 2

釜谷温泉 J

寒川温泉試錐|
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN
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HAKODATE

(Sapporo-85)

By

KatsutoshiMitani, HiroshiOsanai,

KatsuhideMatsushitaandMamoruSuzuki

(GeologicalsurveyofHokkaido)

Resume

Theareaofthissheetmapsituatedinthesouth-western

districtof Hokkaidδ ， extendingbetween41ー40",...,., 41 5ー0" N. lat.,

and140°30" ,...,., 140°4511 E.long..

Theareaofthissheet mapis divided, uponthebasisof

topography, intothreeparts.

a) Thelowlandlessthan20m inaltitude--sedimentation

surfaceofthealluvialdeposits.

b) Thealmostflatlandwiththealtitudebetween20and80

m abovesealevel--flatlandformrevealedbythedepositsof

terracesandalluvialfans , exhibitingveryslightlyslantingsurface.

c) Thehillymountainlandandthedissectedmountainland

above80m inaltitude- 一一 the areaofthepre-Quaternaryformaｭ

tionsandofthevolcanicrocks, exhibitingaconspicuouslydissected

landformwithhighrelief.

Geology

Theareaofthissheetmapiscomposedofthepre-Tertiary

- 29



formation , theMiocene-PlioceneformationsoftheNeogene age,

theQuaternaryformationsandthevolcanicrocks.

1 Pre-Tertiaryformation

Thisisthebasementformationofthisarea, andisdeveloped

poorlyinthewesternarea. Itiscomposedofslateandschalstein,

andhasafewintercalationsofsiliceousrocks.

2 Neogeneformations

FormationsthatcanbeincludedintheNeogenearedeveloped

extensivelyoccupyingmainlythewesternarea. Uponthebasis

oftheirlithologyaswellasofstratigraphic relation, theyare

dividedinto 五ve formations. Theyare, inascendingorder, the

Yunosawa tu 百 formation ， theTodagawa formation, the Moheji 備

gawaformation , theSamukawavolcanicsformationandtheTomiｭ

kawaformation.

2• a) Yunosawatu 百 formation. Thisiscomposedofrhyolitic

tu 百 Most of the rocks , su百ering from mineralization, are

changedintosilicifiedrocks.

2-b) Todagawaformation. ThisformatIOnoverliesthepreｭ

Tertiaryformationunconformablywithbasalconglomeratebeds.

Itisa seriesof alternationcomposedof hard shaleand

mudstone. Afaciesofconglomerateandsandstoneinalternation,

20to30m thick, isdevelopedatthelowermostpart.

2-c) Mohejigawaformation. Thisisaformationsucceeding

theTodagawaformationconformably. Itisathickformation

consitingofmudstone, sandymudstone, coarsefinegrainedsandｭ

stonesandtu 任It isdivisible, fromlithologic characters, into

fourmemberssuchastheHosokomatazawasandstonemember,
theNashinokizawatu 百 member ， theMuddyfaciesmemberand

theSandyfaciesmember. Amongthe four , theformertwo

membersserveaskeybeds.

LocalchangeoflithicfaciesISremarkableinthisformation.

Generallyspeakingmuddyfaciesisdominantinthesouthwestern

area, whilecoarsesedimentfaciesrichinsandyrocksbecomes
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preponderanttowardthenorth 噌 Facies ofacidicpyroclasticsis

intercalatedthroughoutthewhole formation , butatendencyis

recognizedthatitbecomesrichfromthebottomtothetopin

thestratigraphiccolumn, andfromthesouthwesttothenorthin

regionaldistribution. Anoccurrenceofandesiticagglomerateis

significantwhich is intercalated ina partofthisformationin

thenorthernarea.

2-d) Samukawavolcanicsformation. Thisistheformation

representingthebasementoftheHakodateyamavolcanic rocks,

andislimited, indistribution, totheareaofHakodateyama(Mt.

Hakodate).

Itiscomposedofagglomerateandlavasofdaciticrocks. The

rocksaregenerallysubjectedtoalteration.

2-e) Tomikawaformation. Thisformationcomesintocontact

withtheMohejigawaformationwithaclino-unconformablerelation.

Itiscomposedof conglomerate, pebblebearingcoarsesand-

stoneandmedium- 白ne grainedsandstones. Therocksaresoft.

Clayeymudstoneandligniteareintercalatedrarely.

Thisformationyieldsmanyfossilsofmarineorganisms, which

suggesttheageofPlioceneEpoch.

3 Quaternaryformations

Quaternaryformationsinthisareaarerepresentedbythe

YunosawaformationandtheMotomachiformation , aswellasby

terrace deposits, fan depesits, talusdeposits, river-bedandflood

plaindepositsand“ loam" deposits.

4 Volcanicrocks

VolcanicrocksdevelopedinthemapareaaretheHakodateｭ

yamavolcanicrocksandtheFutamatazawalavasbothofdacitic

nature, aswellasdoleriteandrhyoliteindykeform.

TheHakodateyamavolcanicrocksare classi 五ed ， fromtheir

distributionand superposition, intofiverockunits. Theageof

theireruptionissupposed, fromthedegreeofdissectioninflicted

onthe volcano, tobe ranging from the lateNeogeneto the
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beginningoftheQuaternaryPeriod.

EconomicGeology

Theundergroundresourcesexistinginthisdistrictarethe

cupper-Iead-zincore deposits in the Yunosawa area, the iron

sulphide-sulpher-bariteoredepositsintheHakodateyama-Samukawa

area, petroleumandnaturalgasintheKamaya area, hotsprings

aroundHakodateyamaandbuildingstonesintheT6betsuand

Gotenyamaareas.

Amongthesemineralresourceshotspringsandbuildingstones

arenowutilizedorarequarried.

The cupper-Iead-zinc ore deposits, so far as the surface

indicationsare concerned, are shown, inmostcases, bypyriteｭ

quartz vein, andarerepresentedrarelybysuchorebodiesas

cupper-Iead-zincbearingquartzveinorbaritevein. Massiveore

deposits of “ Kuromono" (Black ore) , however, are expected

beneaththesesurfaceindications.

As to petroleumand natural gas, surface indications are

recognizedintwoorthreespots. Ate3tboringof541.5m depth,

inthisarea, wasperformedinthe6thyearofTaishoera(1917

A.D.) , butsomesmallamountofcrudeoilwasbarelyobtained,

andthenatureoftheorebedsisleftunclarified. Mostthegas

gushingoutwithhighcontentsofCO2 belongtothekindofhot

sprmggas.
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